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　本来、コンブ・ワカメ・アラメなど
の豊かな海藻類に覆われている三陸の
海。海藻はウニやアワビ等のエサとな
り、良質な水産資源の基礎となってき
ました。 
　しかし近年、生え始めた海藻を、大
量発生したウニが奪い合うように食べ
尽くし岩肌が真っ白になる「磯焼け」
と呼ばれる食害が深刻化しています。
まるで砂漠のような光景になってし
まった、三陸の海の中。  　磯焼けと
は、なぜ発生し、どうすれば解決でき
るのでしょうか。
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磯焼けが三陸で深刻化したのは 2018年頃から。もともと、三陸では真冬になると親潮
が流れ込み水温が一気に低下。これによってウニは冬眠のような状態になり、冬はエサ
をあまり食べませんでした。 3



しかし近年は地球温暖化の影響で、海水温がそれほど低くなりません。ウニは冬でも元
気に、エサとして海底の海藻を食べてしまいます。 4



冬は、海藻の新芽が育つ季節。この時期、ウニが元気なまま海藻の赤ちゃんを食べてし
まうと、その後に大きく育つはずの海藻が育ちません。特に、コンブが三陸では重要な
海藻です。 5



海藻を食べ尽くしたウニは、食べるものがなくてもすぐには死にません。砂袋やロープ
にまでかじりつき、なんでも食べますし、エサがなくてもしばらく生き続けるのです。
ゾンビのようです。 6



その結果ウニが居座る海域が生まれ、そこでは海藻が育たないまま、磯焼け状態が続い
てしまうのです。そこは他の生物もよりつかない、死のエリアです。ゾンビのようなウ
ニだけが残ります。 7



いちど磯焼けになると、その海域の藻
場は自然に再生することが難しくなり
ます。海藻が少し伸びてもウニに食べ
られてしまうからです。上から見ると
エメラルドグリーンで美しい海に見え
ますが、実はウニ以外の生物が育ちづ
らい貧しい海です。本来の三陸は、海
藻で覆われ、黒々とした海だったので
す。
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磯焼けが広がると、海藻を食べていたアワビや魚はエサがなく、生きることができませ
ん。三陸で重要な特産品だったアワビはいまや資源が激減し、漁師さんの収入も大きく
減ってしまいました。 9



震災後、私たち三陸ボランティアダイバーズは潜水活動を続けるなかでこうした海の変
化に直面してきました。「震災から蘇った海が、磯焼けでダメになる前になにかしなけ
れば。」その思いで対策を考えてきたのです。 10



まず最初に、増えすぎたウニを減らすことが必要です。1平方メートルに 2～3個とい
う適正な量になるまで、ウニを潰して駆除したり、他の場所に移動（移植）してウニを
適正な数にします。 11



ウニの駆除は水中でウニを潰すことで
おこないます。「もったいない」と感
じられるかもしれませんが、磯焼けエ
リアのウニは中身がスカスカで食べる
ところがあまりありません。

その他、ウニを拾って、他の場所に動
かす移植作業も行っています。近年は
移植したウニに、人間が育てた海藻や
キャベツなどの野菜を与えてウニの身
を太らせる「蓄養」も広がってきまし
た。こうして蓄養すれば、磯焼けウニ
も商品価値がでてきます。
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　こうして増えすぎたウニを適正な範
囲にまで減らすと、自然に海藻は再生
をはじめます。

　しかし、確実に海藻を増やし、ウニ
にまた食べられて藻場がなくならない
よう、積極的に海中でコンブを増やす
取組を私たちは行っています。

　コンブは三陸に適した海藻で、成長
が早いため最も簡単に増やすことがで
きるのです。

　コンブ育成を中心にした藻場再生の
方法をお伝えします。
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秋になると、コンブには子嚢斑（しのうは
ん）という白っぽい部分があらわれます。
これが種（遊走子）を放出する寸前のサイ
ン。こうしたコンブを採取しスポアバッグ
に詰め、岩に設置したU字ボルトに固定
していくのです。
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子嚢班がでたコンブをスポアバッグに詰め、岩
場に設置することで、そこから種が周りに広が
ります。バッグが流されないように、岩盤に水
中ボンドとU字ボルトを使って固定します。
水中ボンドで、岩にバッグを固定します。そし
てバッグの中のコンブから自然と種が周りに広
がり、まわりの岩にコンブが繁殖し始めるので
す。

半年もたつと、スポアバッグからコンブが生
え成長し始めます。成長したコンブを食べに
アワビの姿が岩場に戻り、ダンゴウオなどコ
ンブを居場所にする生き物も戻り始めます。
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ボランティアダイバーによる作業の様子

天然コンブに、子嚢班がでる時期になっ
たらスポアバッグの設置作業を開始。
コンブは天日干し・一夜干しをして刺
激を与えることで種（遊走
子）が出やすくなります。

夏から秋にかけてウニの駆除・移植を
おこない、適正な密度にウニを減らし
た段階で、U字ボルトの設置作業をお
こないます。岩場に水中ボンドでU字
ボルトを固定します。

コンブをスポアバッグ（網袋）に詰め、
浮きとなるペットボトルとともに、U
字ボルトに固定します。ここからコン
ブの種が周囲に広がります。
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しばらくすると、スポアバッグにはコンブ
の赤ちゃんがたくさん付着します。周りの
海底にも種がつき、そこからコンブが茂り
だします。4月にもなるとコンブは長さ 3
メートルを越す長さに！驚きの成長を見せ
ます。 17



このスポアバッグでのコンブ育成をさらに発展させ、私たちはロープをつかった設置方
法を開発しました。これにより、効率的に海底にバッグを設置することができます。 18



U字ボルトとロープを組み合わせること
で、効率的にスポアバッグを設置できます。

スポアバッグの設置作業は初心者ダイバー
にも参加できる活動。自分が設置したタネ
が春になると立派なコンブのかたまりに成
長するのを見るのは楽しい！
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さらに、コンブ漁師さんの養殖方法を参考に、ロープにもコンブ種をはさみ込むことで、
スポアバッグとロープ、ダブルでコンブが生える仕組みを考案しました。 20



漁師さんが育てたコンブ種苗をロープに挟
み込むことで、そこからもコンブがすだれ
のように成長します。そしてこうして生や
したコンブからは、秋になるとタネが周囲
に拡散します。タネは岩肌について、コン
ブを中心に藻場が回復していくのです。
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輪ゴムコンブ ロープを使わずに、コンブをどんどん増やせる
方法、それが輪ゴムコンブ！冬に輪ゴムで固定
したコンブの種糸が春になると石に根づくので
す。コンブ根を傷つけないように平ゴムを使い、
水温が低い、深さ 10～12cmの水底に設置す
るとよく伸びます！初期は芽を食べられないよ
うにネットで保護して育てるのがポイント。

コンブの芽がでた様子 22



母藻ネット 2023年頃から、ウニ・ツブ以外に、メジナな
どの魚による食害が目立ち初めました。そこで
登場したのが、母藻ネット！
子嚢斑が出たコンブをネットで覆うことで、食
害から守ります。さらに、フクロノリやアカモ
クなど他の海藻も岩場で増える効果あり！

母藻ネットに守られた海藻の様子 23



ウニチェーン 岸壁一面にへばりついたウニ。これを自然のチ
カラを利用して自動で払い除けてくれるのが、
ウニチェーン！壁から垂直に垂らしたチェーン
が、波に揺られて自然にウニを払い落としてく
れます。その効果は一目瞭然。チェーンが動く
範囲の海藻は生き生きとしているのに、範囲の
外はまっしろけ。

チェーン効果で海藻が生えた場所（特に左側） 24



その他の海藻の繁殖・アカモク
アカモクは、付着器という部位で石に張り付い
ています。アカモクを増やすときは、付着器の
付いた石ごと回収し、推進 10～12mの新たな
場所に移植していくことで、繁殖エリアを増や
すことができます。
移植したアカモクから周りにタネが広がり、移
植から 1年後にはジャングルのようなアカモク
繁殖地ができあがります。

アカモクが生えた石ごと、深場エリアに移植している様子 25



その他の海藻の繁殖・アマモ類
三陸では3月下旬から、トゲクリガニが産卵の
ため砂地を掘り返すのでアマモの地下茎が寸断
され、海中にぷかぷか浮かんでしまいます。漂
うアマモの幼体をつかまえて、砂地に植えてあ
げるとそこからアマモ類は成長を始めます。
復活したアマモ場はメバル・タナゴ・チャガラ
の幼魚が育つ緑の楽園になっています。

水に浮かんだアマモを水底に植えてあげます 26



こうした活動による藻場再生は、3年ほどの期間を要します。1年目はウニ駆除・移植
によって岩肌にうっすら海藻が生え、砂地にアマモが増えてきます。 27



3 年もたつと、ウニがいくら食べても海藻がなくならないほど藻場が再生し、コンブ以
外にもアオサ、ワカメなど多様な海藻が回復し生態系を形成するのです。こうして復活
した藻場は、生き物のすみかとしてダイビングスポットになり、漁業にも貢献します。 28
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「海のダイヤ」ともよばれ、高級食材とし
て珍重されるアワビが岩場にもどってきま
した。

磯焼けエリアでは、中身がスカスカだった
ウニも、再生エリアでは中に美味しそうな
身が詰まっています。エサである藻場が再
生することで、そこでとれるウニも商品価
値を回復するのです。
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藻場再生は時間も人手もかかります。ただ、海洋環境が激変する中で少しでも三陸らし
い海を守るためにはダイバーだけでなく、多くの方のご協力が必要です。多くの方のご
協力・ご支援をお待ちしております。 31
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私たちは、東日本大震災での被災者支援活動からスタート
し、全国からかけつけたダイバーによって漁業再興の支援、
美しい海、河川を取り戻す活動を継続してきました。

震災から 10年以上を過ぎ、海の中では新たな問題が進行
しています。私たちは三陸の海を熟知する人間として先頭
にたってこの問題に取組み、豊かな自然と人材を後世に残
せるよう活動を続けています。
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